
1．NPO法人　故郷の海を愛する会の活動の目的と事業と組織

　2009年、鳥羽商船同窓会 伊勢志摩支部の有志数名が、地域の子供たちに世界につながる船や
海を知ってもらおうと任意団体「故郷の海を愛する会」を立ち上げました。４年後にはもっと活
動の輪を広げようと「NPO法人 故郷の海を愛する会」を設立し、現在に至っています。
　私たちの活動の対象は当初から主に小学５･６年生と中学生です。子供たちが学校で貿易や運輸

（海運）を学び我々の活動に興味を持ち、この会の活動がそれに応えることができるようになれば
目的が達成されることになります。

 目　的  定款では以下のように定めています。
第３条　この法人は、主に県内に在住する小中学生に対して、故郷の海を愛する心を育て、素晴らし

い日本と日本の海を認識し『希望と憧れ』の気持ちを醸成させることに関する事業を行い、
もってこどもたちの健全な育成に寄与することを目的とする。

 事　業  定款では以下のように定めています。
第５条　この法人は、第３条の目的を達成するため、安全、安心を確保のうえ、次の事業を行う。

特定非営利活動に係る事業
① 故郷の海を愛する心を育てる事業
② 海や船に親しむ活動の推進事業
③ 世界に繋がる海で活躍し世界に雄飛する気持ちを醸成する事業
④ 郷土の誇る明治の教育家「近藤真琴翁」の偉業を多くの人に知ってもらう事業
⑤ その他第３条の目的を達成するために必要な事業

その他、定款を含む団体情報は、カンパンブログを参照ください。
https://fields.canpan.info/organization/detail/1882169442

 組　織  役員名簿

≪会員数≫2022年１月時点での正会員数は個人99名と３団体。賛助会員数は13名。

役員名称 氏　名 常勤/非常勤 職　業 報酬の有無

理事（会長） 溝　井　　　昇 非常勤 無職 無

理事（副会長） 三　井　健　次 非常勤 無職 無

理事（副会長） 江　﨑　隆　夫 非常勤 会社役員 無

理事（会計） 畑　　　辰　之 非常勤 水先人 無

理事 水　野　逸　夫 非常勤 無職 無

理事 永　井　　　功 非常勤 無職 無

理事 山　口　伸　輔 非常勤 会社社長 無

理事 木　下　　　勝 非常勤 無職 無

理事 濱　地　安　実 非常勤 無職 無

理事 西　山　　　明 非常勤 無職 無

監事 武　部　二三男 非常勤 無職 無
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２．事業名「海から始まる物語 IN 2022」　　　　　

活動計画

 事業実施の方針 
１．今年度もコロナ禍での開催が予想されるので新型コロナ感染防止対策を十分に行い、安全安心を

第一にイベントを実施する。
２．参加者が小学生高学年・中学生なのでイベントの運営をスムーズに行うためボランティアの人数

を十分に確保し、気象・海象に不安のあるときは延期する。
３．夏季に開催するイベント①②では熱中症対策として水分補給に十分配慮する。
４．イベントを通じて一人でも多くの子供たちが海や船に興味を持ち、その道に進む憧れのきっかけ

になるよう計画する。
５．イベントに参加することで友達の輪が広がり楽しい思い出となるように計画する。

第１回イベント　JMU津造船所見学と鳥羽商船高専の練習船で体験航海  コロナ拡大により中止

津市と鳥羽市で集合し、JMU津造船所で大型船の建造工程を見学し、船の大きさを体感する。
又、鳥羽商船高専の練習船に乗り、伊勢湾体験航海をして、航行する大型船を近くで見る。
船上では船の設備、構造、機関等の説明を受け、ロープワーク等を体験する。
募集人員：40名＋ボランティア（活動に際しての協力：鳥羽商船高専並びにJMU津造船所）
場　　所：津市及び鳥羽市と伊勢湾
時　　期：８月３日

第２回イベント　四日市港の見学 コロナ拡大により中止

津市と鳥羽市で集合し、バスで四日市市に移動。
四日市港では、うみテラス14の見学とユリカモメで港内見学をする。
募集人員：40名＋ボランティア（活動に際しての協力：四日市港管理組合）
場　　所：四日市市
時　　期：８月25日

第３回イベント　潮騒の神島にわたり、神島灯台・伊良湖水道の見学と神島の自然観察をする。
鳥羽市で集合し、市営連絡船で神島に向かい、鳥羽海上保安部の協力を得て神島灯台開放していた
だき灯台の機能について説明を受け灯台から伊良湖水道を通航する大型船を眺め、神島を歩いて一
周し、渡りをする蝶アサギマダラを探す。
募集人員：40名＋ボランティア（活動に際しての協力：鳥羽海上保安部、鳥羽市）
場　　所：鳥羽市～神島
時　　期：10月８日　

第４回イベント　遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話
鳥羽商船高専の校内で、船や海の講演を聞き、船の不思議についての実験や大型機関の発停を体験
する。他にコンピューター・ロボットなどの講演を聞き、ロボットやアプリの体験をする。
募集人員：30名＋ボランティア（活動に際しての協力：鳥羽商船高専）　　　　　　　　　　　
場　　所：鳥羽市　鳥羽商船高等専門学校校内
時　　期：12月10日　

 募　集  募集対象は主に三重県の中南勢地区の小学５．６年生と中学生とする。
　　　　対象学校毎にポスターを、対象の子供達にリーフレットを配布する。

 参加費  イベント①②③については1,000円、その④は無料とする。
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活動報告

 参加者募集 
　今年度は中勢・南勢地区すべての小学校５・６年生、中学校１年生を募集対象としました。校数と
しては昨年と同数で変わりありませんが対象者は昨年より112人減少しています。各学校には募集ポ
スターの掲示を、対象の子供たちにはリーフレットの配布をお願いしました。少子化が進んでいるの
でリーフレットの配布数は減少していくものと思われます。
　イベント④については今年度のイベントに参加できなかった応募者の中から、抽選で参加者を決定
しました。鳥羽商船高専への進学を視野に入れてもらえるよう、中学生の応募者を優先しました。

 参加者 
　参加者はイベント①②が中止となったのでイベント③：33名、イベント④：33名の合計66名でし
た。地域別・学年別・男女別に振り分けると下記の通りとなります。
　学年別にみると小学生がやや多いがほぼ同程度です。男女間にもそれほど差がありませんでした。

＊イベント開催日にキャンセル　１名　（合計66名）

2022年 校数
小学校 中学校

合計 対前年増減
５年 ６年 １年

鳥 羽 市 11 106 115 120 341 △ 6
伊 勢 市 32 1,069 1,041 1,020 3,130 116
松 阪 市 47 1,457 1,421 1,337 4,215 △ 24
志 摩 市 13 304 321 286 911 △ 46
南伊勢町 5 42 41 42 125 △ 16
玉 城 町 5 167 153 158 478 17
明 和 町 7 196 201 200 597 △ 2
多 気 町 7 104 131 172 407 △ 20
度 会 町 2 73 64 68 205 1
津 市 71 2,246 2,313 2,227 6,786 △ 56
尾 鷲 市 7 125 103 107 335 △ 2
大 台 町 6 52 64 60 176 △ 10
大 紀 町 6 33 43 51 127 △ 14
紀 北 町 12 81 97 76 254 △ 15
紀 宝 町 7 76 91 69 236 △ 27
御 浜 町 7 63 63 66 192 0
熊 野 市 12 107 104 97 308 △ 8
合　計 257 6,301 6,366 6,156 18,823 △ 112
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2022年 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

小学５ 0 0 5 4 3 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 3 0 1 0 0 0 14 9

小学６ 2 3 2 0 2 6 3 1 2 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 13 12

中　学 1 2 1 0 5 3 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 9 10

合計（男女別） 3 5 8 4 10 10 4 2 5 1 1 2 1 2 0 1 3 2 1 0 0 2 36 31

合　計 8 12 20 6 6 3 3 1 5 1 2 67
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イベント③　潮騒の神島に渡り、伊良湖水道の見学と神島の自然観察をする
2022年10月08日（土）開催　　参加者 33名　回答者 33名参加者アンケート集計

Q1 どちらからのご参加ですか？ A 省略

Q2 学年と性別は？ A 省略

Q3 イベントを何で知りましたか？ 
（複数回答）

A ⃝学校 30名　⃝ブログ ２名　⃝知人 １名
⃝その他 １名（親）

Q4 どなたが参加を決めましたか？ 
（複数回答）

A ⃝自分 32名　⃝親 ７名　⃝友人 １名

Q5 故郷の海を愛する会を知っていまし
たか？

A ⃝はい ２名　⃝いいえ 30名　⃝無回答 １名

Q6 何を一番楽しみにして参加します
か？（複数回答・ランキング）

A ①アサギマダラ　②乗船　③神島探検
＜その他＞
⃝神島灯台　⃝海　⃝みんなと遊ぶ　⃝海上保安部の
説明　⃝自然観察　⃝イルカを見付けたい　⃝全部　
⃝友達をつくる　⃝お弁当

Q7 集合場所までどなたと来ましたか？ 
（複数回答）

A ⃝保護者 28名　⃝友人 ３名　⃝１人 ２名
⃝無回答 １名

Q8 今日の活動で何が楽しかったです
か？（複数回答・ランキング）

A ①アサギマダラを見付けた　②全部　③お弁当
＜その他＞
⃝たくさんある　⃝乗船　⃝神島探検　⃝友達　
⃝神社　⃝神島灯台　⃝ススキでホウキを作った　
⃝自然の道を歩く

Q9 何かびっくりした事はありました
か？

A ⃝アサギマダラがなかなか見付からない　⃝アサギマ
ダラが見付かった　⃝お弁当が美味しかった　⃝お弁
当が大きかった　⃝神島灯台の光は42km先まで届く
⃝灯台の歴史　⃝船が水に浮いた　⃝少し船酔いした
⃝船の揺れが怖かった　⃝友達がいっぱいできた　
⃝蜘蛛が多い　⃝蜘蛛が大きい　⃝蜘蛛の巣だらけだっ
た　⃝ムカデがいた　⃝神島にはお土産屋さんがない
⃝全部　⃝ありました

Q10 今後このような活動があったら参加
したいですか？

A ⃝はい 32名　⃝いいえ ０名　⃝無回答 １名

Q11 新しい友達が出来ましたか？ A ⃝はい 28名　⃝いいえ ４名　⃝無回答 １名

Q12 他校の人やボランティアの人と会話
をしましたか？

A ⃝はい 30名　⃝いいえ ２名　⃝無回答 １名

Q13 会話をした人は、どんな話をしまし
たか？

A ⃝アサギマダラ　⃝学校　⃝将来　⃝ゲーム　⃝住ん
でいる所　⃝故郷の海を愛する会のこと　⃝カタツム
リ　⃝船　⃝生き物　⃝今日の活動について　⃝蜘蛛
⃝足の速さ　⃝好きな教科　⃝悩み　⃝友達のこと
⃝故郷の海を愛する会のこと　⃝色々

Q14 今日の活動についての印象は？ A ⃝色んなことを学べる　⃝自然を感じた　⃝友達がで
きる　⃝自然を体験し分かり合うこと　⃝楽しかった
⃝わくわく　⃝友達と話した　⃝蜘蛛多すぎ　⃝嬉し
かった　⃝色々

－ 12 －

故郷の海を愛する会



イベント④　遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話
2022年12月10日（土）開催　参加者 33名　回答者 33名参加者アンケート集計

Q1 どちらからご参加ですか？ A 省略
Q2 学年と性別は？ A 省略
Q3 どなたが参加を決めました

か？（複数回答）
A ⃝自分 30名　⃝親 ９名　⃝友人 ４名

Q4 故郷の海を愛する会を知っ
ていましたか？

A ⃝はい 18名　⃝いいえ 15名

Q5 何を一番楽しみにして参加
しますか？（複数回答・ラ
ンキング）

A ①ビンゴ大会　②体験チャレンジ　③『近藤真琴物語』
＜その他＞⃝船の仕組みなどが楽しみ　⃝鳥羽商船高等専門学
校を知ること　⃝友達に会う　⃝レクリエーション　⃝色々な
ことを知ること　⃝見学　⃝講演

Q6 集合場所までどなたと来ま
したか？ （複数回答）

A ⃝保護者 21名　⃝友人 16名　⃝兄弟姉妹 ３名

Q7 今日の活動で何が楽しかっ
たですか？（複数回答・ラ
ンキング）

A ①ビンゴ大会　②体験チャレンジ　③船のエンジン体験
＜その他＞⃝ネオジム磁石について　⃝ロボコン部が好き！
⃝船について詳しく知れた　⃝コンピュータ　⃝鳥羽商船の歴
史　⃝講演　⃝知らない友達と話した　⃝昼食　⃝全部

Q8 何かびっくりした事はあり
ましたか？

A ＜船のエンジン＞⃝音がでかすぎた　⃝動かす／停めるのに
30分～１時間かかる　⃝実際の船のエンジンはもっと大きい
＜ロボコン＞⃝動画を見せてもらった　⃝作るのに半年以上か
かる
＜船のしくみ＞⃝こけない理由　⃝揺れることにとても大変な
仕組みがあった　⃝おもりを置く位置によっては船が倒れた
＜その他＞⃝ネオジム磁石が硬すぎた　⃝近藤真琴さんが鳥羽
商船をつくったお話　⃝ペルチェ素子というものの存在、使い
方　⃝海の上では雷から逃げられない　⃝いろいろなことを学
べる　⃝全部

Q9 今後このような活動があっ
たら参加したいですか？

A ⃝はい 31名　⃝いいえ ２名
＜いいえの理由＞⃝高校がある程度決まったから　⃝中学で
色々なこと（部活など）があっていけないかも

Q10 新しい友達が出来ましたか？ A ⃝はい 18名　⃝いいえ 15名
Q11 他校の人やボランティアの

人と会話をしましたか？
A ⃝はい 26名　⃝いいえ ６名　⃝無回答 １名

Q12 会話をした人は、どんな話
をしましたか？

A ⃝磁石　⃝船　⃝昼食　⃝感想　⃝体験や実験について　⃝ロ
ボコン　⃝これおもしろいなとか　⃝ビンゴ大会　⃝学校の話
⃝楽しいねなど　⃝自己紹介　⃝これはどういうことだろう？
などわからないところを話し合った　⃝前に会った気がする
⃝神島イベント　⃝ゲーム　⃝いろいろな実験や機械の話

Q13 今日の活動についての印象
は？

A ⃝話だけじゃなくて、体験しながら活動できてよかった　
⃝高校本気でここにしようかな　⃝この高校がとても楽しそう
⃝ボランティアの方々や先生方、生徒の皆さんなどがとても丁
寧に説明してくれた　⃝いろいろなことがこの学校でできると
思った　⃝鳥羽商船に入りたいと思いました　⃝船の操作など
をしている方たちがこんなに難しい操作をしているのがすごい
と思った　⃝自分達に合わせて会話をしてくれた　⃝楽しかっ
たしわかりやすかった　⃝海を愛していることがよくわかった
⃝ものすごく楽しい活動　⃝鳥羽商船さんが行っている内容に
ついてよく知れた
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募集のポスターなど
　イベント①②③は例年同様、一枚の募集ポスターを用意して三重県中南勢地区の小中学校に掲示し
ていただきました。募集用リーフレットは各教委・学校を通して小学５・６年生、中学１年生に配布
をお願いしました。

　　

　イベント④については、①②③の応募者に案内メールを送付し、専用フォームにて応募を受付けました。
　中学生は全員招待、小学生はグループ単位での抽選によって参加者を決め開催しました。

　ＱＲコードから簡単に専用フォームにア
クセスして応募できるようにし、Ｅメール、
ファックス、電話での受付は廃止しました。

　例年と同様にリーフレットの裏面に募集
時の注意事項を記載しました。

　対象人数に応じて学校別、学年・クラス
別にパックしたものを管轄の教育委員会に
まとめてお預けし、各学校へ届けていただ
きました。

ポスター　Ａ２サイズ　各学校に１枚とした。

リーフレット　Ａ４サイズ　（表） （裏）
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３．その他の活動
　故郷の海を愛する会のメンバーが積極的に取り組んでいる活動を紹介します。

アサギマダラを呼ぶプロジェクト
　プロジェクトの活動も４年目に入りすそ野が広がっています。今年度は鳥羽市内の金

こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

の一
角にフジバカマを移植しました。今年はあまり期待してなかったのですが10月の中旬に数頭のアサギ
マダラが飛来して参拝者の目を引き付けました。これからも鳥羽を訪れる観光客を楽しませる場所を
紹介していただきフジバカマの移植を進めていきたいと思っています。

 

セイラビリティ伊勢の活動を支援
　セイラビリティ伊勢が毎年開催している「伊勢市夏休みこども体験ツアー」６回と「みなと小学校
体験実習」２回の活動に当会員がハンザクラス型ヨットによるセーリングのスタッフとして参加しま
した。伊勢市の体験ツアーは天候の影響で２回が実施できなく残念でしたが参加した子供たちはセー
リングを満喫できました。この活動は我々の活動目的と一致するところがあり積極的に協力していま
す。

　　　　　
学校練習船体験航海の募集に協力
　学校が小中学生を対象に開いた鳥羽丸体験航海の募集に協力しました。故郷の海を愛する会のイベ
ント①が残念ながら中止となり体験乗船が出来なかったので、こちらへ応募して体験乗船してくれた
小学生も多かったようです。
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４．収支報告
　収入については自己負担金として会費￥8.0
万、事業収入￥2.9万、寄付金￥53.7万、助成
金として日本中小型造船工業会、全日本海員組
合、山縣記念財団、鳥羽商船同窓会から合計￥
86.8万となり総合計￥151.4万となりました。
　支出についてはイベントの減少で予算との比
較はできませんが、事業費については予算通り
となっています。保険料については日本中小型
造船工業会、日本船主団体にお願いしましたの
でありません。管理費について事務所の部品を
購入したので増加しています。

今年度も沢山の会員からご寄付を頂きました。いただいた方は以下の通りです。ありがとうございます。
名　前 金　額

増島　忠弘 9,000
畑　　辰幸 9,000
鈴木　晴敏 9,000
三井　建次 9,000
山田　猛敏 6,000
加藤　信一 5,000
溝井　　昇 5,000
石原　賢一 5,000
丹羽　幸彦 5,000
宮脇　幸次 4,000
佐藤　隆史 4,000

名　前 金　額
大西　彰夫 4,000
中村　雅則 4,000
藤田　稲彦　 4,000
木下　　勝　 4,000
江尻　　潜 3,000
西濱　卓巳 3,000
中西　哲也 3,000
井上　民規 2,000
奥村　要治 2,000
竹内　大助 2,000
鬼頭　和江 1,000

名　前 金　額
鬼頭　俊輔 1,000
永井　　功 1,000
家田　和良 1,000
丸島　慶久 1,000
強力　　修 1,000
松浦　　肇 1,000
中内　美友 1,000
北端　大志 1,000

名　前 金　額
小林　　司 10,000
西山　剛広 10,000
中村　　映 10,000
長谷川雅昭 10,000
柘植　泰輔 10,000
飯島　　寿 10,000
濱地　安実 10,000
江﨑　隆夫 9,000
三村　徳藏 9,000
小木曽順務 9,000
西山　　明 9,000

名　前 金　額
川口　智史 100,000
菅沼　延之 50,000
畑内　康孝 30,000
久居地区明
るい社会づ
くりの会

30,000

小甲　和巳 21,000
山下　文徳 20,000
塩野　明俊 10,000
金田　　護 10,000
山口　　淳 10,000

2022年度 特定非営利活動に係る事業会計 活動計算書

2022年度 貸借対照表

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（2023年３月31日現在）

特定非営利活動法人　故郷の海を愛する会

特定非営利活動法人　故郷の海を愛する会

科　　目 金　　額　（単位：円）
Ⅰ 経常収益
1 受取会費
　正会員受取会費（個人） 78,000
　正会員受取会費（団体） 2,000 80,000
2 事業収益
　第1回事業収益 0
　第2回事業収益 0
　第3回事業収益 29,500
　第4回事業収益 0
　第5回事業収益 0 29,500
3 受取寄付金
　受取寄付金（個人） 467,000
　受取寄付金（法人・団体） 70,000 537,000
4 受取助成金等 
　受取民間助成金（日本中小型造船工業会） 148,000
　受取民間助成金（日本船主協会） 0
　受取民間助成金（日本海事センター） 0
　受取民間助成金（全日本海員組合） 450,000
　受取民間奨励金（山縣記念財団） 100,000
　受取民間助成金（日本海事広報協会） 0
　受取民間助成金（鳥羽商船同窓会） 170,000
　受取民間助成金（鳥羽商船同窓会伊勢志摩支部） 0

868,000
5 その他収益
　受取利息 4
　雑収益 0 4

経常収益合計  　 1,514,504
Ⅱ 経常費用
1 事業費

（1）人件費 0
人件費計  　 0

（2）その他の経費
　イベント事業費 193,896
　業務委託費 250,000
　諸謝金（講師・看護師・学生） 93,000
　募集経費 251,000
　印刷製本 167,200
　旅費交通費 184,380
　保険料 0
　雑費 5,498

事業費計 1,144,974
2 管理費

（1）人件費 0
人件費計 0

（2）その他の経費
　租税公課 0
　交際費 34,977
　旅費交通費 60,000
　通信費・運搬費 140,255
　消耗品 142,184
　支払手数料 8,775
　雑費 119,480

その他経費合計 505,671
経常費用合計  　 1,650,645

当期正味財産増減額 -136,141
前期繰越正味財産額 449,165
次期繰越正味財産額 313,024

科　　目 金　　額 （単位:円）
Ⅰ 資産の部
　　現金預金 357,024
　　未収金

流動資産合計 357,024
　2.固定資産
　　（1）有形固定資産
　　    什器備品 0

有形固定資産計 0
　　（2）無形固定資産
　　    　ソフトウェア 0

無形固定資産計 0
　　（3）その他の資産

その他の資産合計 0
固定資産合計  　 0
 　　資産合計 357,024

Ⅱ 負債の部
　1.流動負債
　　未払金 0
　　前受会費 44,000
　　前受寄付金 0

流動負債合計 44,000
　2.固定負債

0
固定負債合計 0
 　　負債合計 44,000

Ⅲ 正味財産の部
　前期繰越正味財産 449,165
　当期正味財産増減額 -136,141 
　正味財産合計 313,024

負債及び正味財産合計 357,024

（敬称略）
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５．2023年度の活動計画　
　2023年度は「海から始まる物語 IN 2023」と題し４回の活動を計画しています。ここ２～３年コ
ロナ禍の影響を受けイベントの活動も中止を余儀なくされました。今年度はコロナ禍による行動制限
が緩和される方向で検討されているので、すべてのイベントが計画通りに実施できるのではないかと
考えています。

イベント①　JMU津造船所見学と鳥羽商船高専の練習船で体験航海
津市と鳥羽市で集合し、JMU津造船所で大型船の建造工程を見学し、船の大きさを体感する。鳥羽
商船高専の練習船に乗船し、伊勢湾体験航海をして、航行する大型船を近くで見る。船上では船の
設備、構造、機関等の解説を受け、ロープワーク等を体験する。
募集人員：40名＋ボランティア【活動に際しての協力：鳥羽商船高専並びにJMU津造船所】
場　　所：津市・鳥羽市・伊勢湾
時　　期：（仮）2023年７月26日（水）

イベント②　海の博物館見学と鳥羽商船高専の練習船で体験航海
津市と鳥羽市で集合し、鳥羽市の海の博物館で見学と体験をする。鳥羽商船高専の練習船に乗船し、
伊勢湾体験航海をして、航行する大型船を近くで見る。船上では船の設備、構造、機関等の解説を
受け、ロープワーク等を体験する。
募集人員：40名＋ボランティア【活動に際しての協力：鳥羽商船高専並びに鳥羽市海の博物館】
場　　所：鳥羽市・伊勢湾
時　　期：2023年８月２日（水）

イベント③　太平洋フェリー見学と名古屋港見学
鳥羽市と津市で集合し、太平洋フェリー船内見学と名古屋港の南極観測船ふじの船内見学、ポート
ビル施設で名古屋港の全体を体験する。
募集人員：40名＋ボランティア【活動に際しての協力：太平洋フェリー、名古屋港ポートビル、南極観測船】
場　　所：名古屋港
時　　期：10月上旬

イベント④　遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話
鳥羽商船高専の校内で、船や海の講演を聞き、模擬操船や大型エンジンの発停を体験する。他にコ
ンピューターやロボットについて講座を受講・体験する。
募集人員：40名＋ボランティア【活動に際しての協力：鳥羽商船高専】
場　　所：鳥羽市 鳥羽商船高等専門学校校内
時　　期：12月上旬

　年間４回のイベントを計画し、国立鳥羽商船高等専門学校・国土交通省中部運輸局・近隣市町教育
委員会（鳥羽市・伊勢市・志摩市・松阪市・津市・玉城町・明和町・南伊勢町・多気町・度会町・大
台町・大紀町・尾鷲市・紀北町・熊野市・御浜町・紀宝町）等の後援を得て参加者募集を行います。
　国立鳥羽商船高等専門学校の練習船「鳥羽丸」や学校施設の利用等全面的な協力、鳥羽商工会議所、
鳥羽市観光協会、鳥羽商船同窓会等の後援・協力を得て事業を実施していく予定です。
　助成に関しては、鳥羽商船同窓会に加え、日本中小型造船工業会、日本船主協会、全日本海員組合、
山縣記念財団、日本海事広報協会等からの助成を期待しています。
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６．主催者の感想とその他
　今年度もコロナ禍の中での開催となり、計画していたイベント①②を中止いたしました。イベント
③は鳥羽市の神島にチャーター船で渡り伊良湖水道を航行する大型船の見学や島内の自然観察を目的
としていました。加えて鳥羽海上保安部のご協力で神島灯台の施設内も見学させていただけたことに
感謝しています。イベント④で鳥羽商船高専の施設を利用して行う体験実習は子供達に感動を与えて
いるので、引続き学校との連携のもと充実した講座を計画したいと思います。

応募者数と地域別内訳

　今年度のイベント①②③の応募者数／地域別の内訳を下記の通り示します。
　　 

　今年度は221名の応募があり、地域別では津市、松阪市、伊勢市が全体の70％を占めています。そ
の他の市町村は15人以下で広くから募集がありました。複数応募の内訳は、イベント①43％②24％
③32％となっており造船所見学と練習船体験航海が人気です。今後のイベントの計画に参考とします。

参加者募集と応募について

　募集に関しては例年通り中南勢地区の小学校、中学校にポスターの掲示をお願いし小学５・６年生、
中学１年生にリーフレットを配布しました。小学生と中学生の応募割合を比較してみると83％：17％
と中学生の応募が少なくリーフレットの配布方法を考慮する必要があります。中学生に鳥羽商船高専
の魅力を知ってもらう目的で学校の施設を利用したイベントを開催しているので少し残念です。
　応募方法はフォームやQRコードを活用することでメール・FAXよりもトラブルが減少、応募情報
の集計もスムーズになり運営の負担が軽くなりました。イベント参加者の抽選もアプリに任せたので
公平かつ迅速化されました。
　次年度以降もこの方法で行い募集や抽選をスムーズに進めたいと考えています。
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昼食に関して

　イベント③は昨年と同じく神島だったので昼食は名物の「たこめし」でした。主催者としては食物
アレルギーを除いては好き嫌いなく準備した昼食を食べていただきたいところですが、事前に献立を
お知らせし食べられるかどうかチェックしました。小食や好みの問題で昼食持参の参加者も見受けら
れました。無駄を省いて美味しく頂ける昼食にするにはこのような対応も必要となってきます。

　　
新型コロナ対策

　昨年と同様に参加人数を半数に抑え開催したので三密は避けることができました。野外での活動で
はマスクの着用を強制することなく個人の判断に任せました。次年度は２類感染症から５類感染症に
変更されるのでコロナ対策もその基準に合わせイベントを開催したいと考えます。

編集後記

　会長職を引き継ぎ一年目のイベント開催となりましたが、今年度も新型コロナウイルスの流行に影
響されイベント①②は中止となりました。③④は感染対策を十分施し開催することができました。
　コロナ禍での開催も３年目となっています。すべてのイベント開催は実現せず困惑していますが、
新しい理事になって組織も二年目となる次年度はボランティアスタッフと協力して子供たちに喜んで
もらえるイベントに育てていきたいと思っています。
　　

2022年度の資金、資料提供等本活動に関し以下の団体、自治体、会社に多大なご協力を頂きました。
成功裏の活動終了は皆様のおかげです。ありがとうございました。

●国土交通省中部運輸局　三重県運輸支局鳥羽海事事務所

●三重県教育委員会

●津市、松阪市、伊勢市、鳥羽市、志摩市、多気町、明和町、度会町、玉城町、南伊勢町、
　大台町、　尾鷲市、紀北町、熊野市、御浜町、紀宝町の各教育委員会、各小中学校

●日本船主協会　　　●全日本海員組合　　　　　 ●山縣記念財団 　●日本中小型造船工業会

●日本海事広報協会　●日本内航海運組合総連合会 ●JMU津造船所

●鳥羽商工会議所　　●鳥羽市観光協会　　 　　　●南勢海洋少年団　●セイラビリティ伊勢

●鳥羽商船同窓会　　●鳥羽商船高等専門学校　　 ●鳥羽商船同窓会伊勢志摩支部
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